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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

第38期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高 （百万円） 7,163 6,469 3,626 3,027 16,667

経常利益

又は経常損失（△）
（百万円） △1,662 703 △1,294 △63 △4,671

四半期純利益又は四半期

（当期）純損失（△）
（百万円） △820 596 △747 △9 △2,175

純資産額 （百万円） － － 92,683 83,809 92,404

総資産額 （百万円） － － 141,544134,747138,920

１株当たり純資産額 （円） － － 2,082.211,882.022,075.56

１株当たり四半期純利益金

額又は四半期（当期）純損

失金額（△）

（円） △18.49 13.45 △16.85 △0.21 △49.03

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 65.3 62.0 66.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 940 △547 － － 5,151

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △42 △41 － － △161

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △5,702 6,285 － － △8,455

現金及び現金同等物の四半

期末（期末）残高
（百万円） － － 31,012 37,573 32,571

従業員数 （人） － － 261 209 216

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第39期第２四半期連結累計期間におき

ましては希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、また第38期第２四半期連結累計期間、第38

期第２四半期連結会計期間、第39期第２四半期連結会計期間及び第38期におきましては１株当たり四半期

（当期）純損失であるため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 209 　

（注）従業員数は就業人員であります。

 

(2) 提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 155 　

（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【営業投資活動の状況】

　当社グループは、下図のとおり、当社グループと投資事業組合の資金により、国内外の有望未上場企業等への投資を

行っております。

　投資事業組合における営業投資有価証券の売却損益等は、投資事業組合の出資持分に応じて、当社グループに直接帰

属いたします。また、当社グループは、投資事業組合から投資事業組合の契約に基づいて管理運営に対する管理報酬と

投資成果に対する成功報酬を受領しております。

　当第２四半期連結貸借対照表の営業投資有価証券残高は、当社グループ（下図①）の営業投資有価証券残高と投資

事業組合の当社グループの出資持分（下図②）に応じた営業投資有価証券残高の合計額であります。

　次ページ以降の「(1)投資実行状況」「(2)投資残高」につきましては、当社グループの営業投資活動（投資及び投

資事業組合の管理運営）を表すため、当社グループ（下図①）と投資事業組合（下図③）を合算した投資活動の状況

を記載しております。　

 

（注）用語説明

名　　称 定　　　　義

 当社グループ 当社及び連結子会社

 投資事業組合

（ファンド）

当社グループが管理運営する投資事業組合(投資事業有限責任組合契約に関す

る法律上の組合、民法上の任意組合、外国の法制上のリミテッドパートナーシッ

プ等)
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(1) 投資実行状況

(1)－１　投資実行額

  

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
 至　平成22年３月31日)

金 額
（百万円）

社 数
金 額

（百万円）
社 数

金 額
（百万円）

社 数

エクイティ 11,125 60 10,905 62 17,647 101

社債 － － － － － －

他社プライベートエクイ

ティファンド等への出資
352 13 181 10 616 15

合計 11,477 73 11,086 72 18,263 116

（注）１．「投資実行額」は、当社グループ及び投資事業組合の投資実行額の合計であります。

２．「他社プライベートエクイティファンド等への出資」は、当社グループ以外の第三者の運営する未上場株

式等を対象とする投資ファンドに対する出資であり、「社数」欄にはファンド数を表示しております。

３．外貨建の「投資実行額」については、四半期連結会計期間ごとにそれぞれの四半期末為替レートで換算し

た額を合計しております。

４．投資先会社に「エクイティ」と「社債」で投資している場合、「社数」欄の「合計」は１社として計算し

ております。

 

(1)－２　エクイティ投資実行額：業種別

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
 至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

エレクトロニクス 1,104 3,363 2,207

ソフトウェア 458 606 1,928

ＩＴサービス 2,304 4,530 3,531

医療・バイオ 573 843 1,811

サービス 5,778 216 6,042

製造業 722 974 1,897

流通・小売・外食 183 321 198

住宅・金融等 － 50 30

その他（上場会社の非上場

化案件等）
 －  －  －

合計 11,125 10,905 17,647

（注）１．「投資実行額」は、当社グループ及び投資事業組合の投資実行額の合計であります。

２．外貨建の「投資実行額」については、四半期連結会計期間ごとにそれぞれの四半期末為替レートで換算し

た額を合計しております。
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(1)－３　エクイティ投資実行額：地域別

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
 至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

日本 8,033 5,918 10,000

米国 2,147 2,223 4,748

 アジア・オセアニア 944 2,763 2,898

ヨーロッパ － － －

合計 11,125 10,905 17,647

（注）１．「投資実行額」は、当社グループ及び投資事業組合の投資実行額の合計であります。

２．外貨建の「投資実行額」については、四半期連結会計期間ごとにそれぞれの四半期末為替レートで換算し

た額を合計しております。

 

(2) 投資残高

(2)－１　投資残高

  

前第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

金 額
（百万円）

社 数
金 額

（百万円）
社 数

金 額
（百万円）

社 数

エク

イ

ティ

上場 18,734 152 17,318 132 16,808 142

未上場 185,267 811 168,894 765 173,861 778

小計 204,001 963 186,212 897 190,669 920

社債
未上場 14 2 － － 5 1

小計 14 2 － － 5 1

他社プライベートエクイ
ティファンド等への出資

10,943 65 9,545 59 9,749 64

 合計 214,959 1,030 195,757 956 200,425 985

（注）１．「投資残高」は、当社グループ及び投資事業組合の投資残高の合計であります。

２．「投資残高」は取得原価で表示しております。

３．「エクイティ」には、他社との共同投資による投資事業組合への出資を含んでおります。

４．「他社プライベートエクイティファンド等への出資」は、当社グループ以外の第三者の運営する未上場株

式等を対象とする投資ファンドへの出資であり、「社数」欄にはファンド数を表示しております。

５．外貨建の「投資残高」については、各決算期末為替レートで換算しております。

６．投資先会社に「エクイティ」と「社債」で投資している場合、「社数」欄の「合計」は１社として計算し

ております。
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(2)－２　未上場エクイティ投資残高：業種別

 
前第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

エレクトロニクス 27,092 24,199 24,565

ソフトウェア 18,221 15,098 17,137

ＩＴサービス 27,999 28,438 28,574

医療・バイオ 22,283 19,692 20,779

サービス 23,594 20,065 20,286

製造業 12,640 13,453 13,625

流通・小売・外食 19,245 18,242 18,233

住宅・金融等 12,243 7,799 8,733

その他（上場会社の非上場

化案件等）
21,946 21,904 21,925

合計 185,267 168,894 173,861

（注）１. 「投資残高」は、当社グループ及び投資事業組合の投資残高の合計であります。

２．「投資残高」は取得原価で表示しております。

３. 外貨建の「投資残高」については、各決算期末為替レートで換算しております。

 

(2)－３　未上場エクイティ投資残高：地域別

 
前第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

日本 141,456 126,246 128,229

米国 22,029 21,039 22,385

 アジア・オセアニア 21,780 21,608 23,246

ヨーロッパ 0 － 0

合計 185,267 168,894 173,861

（注）１. 「投資残高」は、当社グループ及び投資事業組合の投資残高の合計であります。

２．「投資残高」は取得原価で表示しております。

３. 外貨建の「投資残高」については、各決算期末為替レートで換算しております。
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(3) 投資事業組合の運用状況

 
前第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間末 
（平成22年９月30日） 

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

ファンド数 出資金総額 ファンド数 出資金総額 ファンド数 出資金総額

円建

  （百万円）   （百万円）   （百万円）  

運用中 34 434,800 32 389,300 33 406,800

延長中 4 39,500 5 56,500 4 39,500

小計 38 474,300 37 445,800 37 446,300

米ドル建

   （千米ドル）    （千米ドル）    （千米ドル）  

運用中 6 332,000 7 333,000 7 333,000

延長中 2 308,000 1 178,000 1 178,000

小計 8 640,000 8 511,000 8 511,000

 

合計

  （百万円）   （百万円）   （百万円）  

運用中 40 464,749 39 417,212 40 437,782

延長中 6 67,284 6 71,419 5 56,061

合計 46 532,034 45 488,632 45 493,843

 　（注）１．「出資金総額」は、契約上出資が約束されている額の総額であります。

 ２．合計欄における米ドル建「出資金総額」については、各決算期末為替レートで換算しております。

 ３．「出資金総額」に占める当社グループの出資持分は、前第２四半期連結会計期間末では38.1％、当第２四半

期連結会計期間末では38.7％、前連結会計年度末では38.9％であります。

 

(4) 投資先会社新規上場（ＩＰＯ）の状況

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 投資先会社名 上場年月日 上場市場 事業内容
本　社
所在地

 
 

国内：２社
 
 

㈱シーボン 平成21年９月11日ＪＡＳＤＡＱ

スキンケア製品（洗顔料・クレンジ
ング等のベーシック製品及び美容液
・クリーム等のスペシャル製品等）
を中心とする化粧品及び医薬部外品
の製造販売

東京都

㈱キャンバス 平成21年９月17日マザーズ 抗癌剤の研究・開発 静岡県

海外：１社
NewGrid Technology
Inc.

平成21年５月26日ＫＯＳＤＡＱ
次世代ネットワーク向けゲートウェ
イ、サーバ製品の開発

韓国

（注）１．海外企業の本社所在地は、主たる営業地域又は実質的な本社所在地を基準に記載しております。

２．平成22年10月12日付でヘラクレス、ＪＡＳＤＡＱ及びＮＥＯは統合し、「ＪＡＳＤＡＱ市場」が新たに開設

されました。
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当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　 投資先会社名 上場年月日 上場市場 事業内容
本　社
所在地

国内：３社

アゼアス㈱ 平成22年４月16日ＪＡＳＤＡＱ

防護服・環境資機材事業（防護服、
環境対策用資機材等の販売）、たた
み資材事業（畳に関連する資材全般
の販売）及びアパレル資材事業（繊
維副資材の製造、販売）

東京都

㈱ボルテージ 平成22年６月11日マザーズ
モバイルコンテンツの企画・制作・
開発・運営、モバイルコマース等

東京都

㈱パピレス 平成22年６月23日ＪＡＳＤＡＱ

(1)電子書籍の販売事業:出版社等か
ら電子書籍を収集し、ネットワーク
を通して携帯電話、ＰＣ等の情報端
末利用者に配信する事業　（2）電子
書籍販売支援システム
（eBookBank）の開発運用、電子書籍
の受注制作等

東京都

海外：３社

TobeSoft Co., Ltd.平成22年６月１日ＫＯＳＤＡＱ
XMLベースのインターネットアーキ
テクチャーをベースとするソフト
ウェア・プラットフォーム開発

韓国

HiSoft Technology
International Limited

平成22年６月30日ＮＡＳＤＡＱ ソフトウェアの受託開発 中国

Ambow Education
Holding Ltd. 

平成22年８月５日 ＮＹＳＥ
e-Learningプラットフォームをベー
スとする教育サービスの提供

中国

（注）１．海外企業の本社所在地は、主たる営業地域又は実質的な本社所在地を基準に記載しております。

２．平成22年10月12日付でヘラクレス、ＪＡＳＤＡＱ及びＮＥＯは統合し、「ＪＡＳＤＡＱ市場」が新たに開設

されました。　

　　

　

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間の連結業績は、売上高3,027百万円（前年同四半期連結会計期間3,626百万円）、経常

損失63百万円（前年同四半期連結会計期間経常損失1,294百万円）、四半期純損失9百万円（前年同四半期連結会

計期間純損失747百万円）となりました。なお、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高6,469百万円（前

年同四半期連結累計期間7,163百万円）、経常利益703百万円（前年同四半期連結累計期間経常損失1,662百万

円）、四半期純利益596百万円（前年同四半期連結累計期間純損失820百万円）となりました。

 

（キャピタルゲインと新規上場の状況）

　当第２四半期連結会計期間の営業投資有価証券売上高1,757百万円（前年同四半期連結会計期間2,003百万円）

のうち、配当金及び債券利子を除く株式等売却高は1,709百万円（前年同四半期連結会計期間1,937百万円）であ

ります。これに伴うキャピタルゲインは、上場株式の売却によるものが512百万円（前年同四半期連結会計期間836

百万円）、上場株式以外によるものが△977百万円（前年同四半期連結会計期間△1,096百万円）で、結果、△465百

万円（前年同四半期連結会計期間△259百万円）となりました。営業投資有価証券売上原価2,341百万円（前年同

四半期連結会計期間2,844百万円）に含まれる強制評価損は、166百万円（前年同四半期連結会計期間647百万円）

であり、そのうち、上場営業投資有価証券の強制評価損は166百万円（前年同四半期連結会計期間339百万円）、未

上場営業投資有価証券の強制評価損は0百万円（前年同四半期連結会計期間307百万円）であります。また、当社グ

ループ及び投資事業組合の投資先からの新規上場（ＩＰＯ）社数は、海外１社（前年同四半期連結会計期間 国内

２社）となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間の営業投資有価証券売上高3,896百万円（前年同四半期連結累計期間3,913百万

円）のうち、配当金及び債券利子を除く株式等売却高は3,651百万円（前年同四半期連結累計期間3,687百万円）

であります。これに伴うキャピタルゲインは、上場株式の売却によるものが1,395百万円（前年同四半期連結累計

期間1,493百万円）、上場株式以外によるものが△2,520百万円（前年同四半期連結累計期間△2,087百万円）で、

結果、△1,124百万円（前年同四半期連結累計期間△594百万円）となりました。営業投資有価証券売上原価5,066

百万円（前年同四半期連結累計期間5,071百万円）に含まれる強制評価損は、290百万円（前年同四半期連結累計

期間789百万円）であり、そのうち、上場営業投資有価証券の強制評価損は290百万円（前年同四半期連結累計期間

372百万円）、未上場営業投資有価証券の強制評価損は0百万円（前年同四半期連結累計期間416百万円）でありま

す。また、当社グループ及び投資事業組合の投資先からのＩＰＯ社数は、国内３社、海外３社（前年同四半期連結累

計期間 国内２社、海外１社）となりました。

 

前第２四半期
連結累計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
　至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

営業投資有価証券売上高 3,913 3,896 10,172

 売却高（①） 3,687 3,651 9,765

 配当金・債券利子 226 244 406

営業投資有価証券売上原価 5,071 5,066 14,606

 売却原価（②） 4,281 4,776 13,477

 強制評価損 789 290 1,128

     

キャピタルゲイン（①-②） △594 △1,124 △3,711

  

 （投資実行の状況）

　当第２四半期連結会計期間の当社グループ及び投資事業組合の投資実行額は5,545百万円（前年同四半期連結会

計期間9,940百万円）、投資会社数は36社（前年同四半期連結会計期間47社）となりました。なお、当第２四半期連

結累計期間の当社グループ及び投資事業組合の投資実行額は11,086百万円（前年同四半期連結累計期間11,477百

万円）、投資会社数は72社（前年同四半期連結累計期間73社）となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社ジャフコ(E04806)

四半期報告書

10/41



 （営業投資有価証券残高の状況）

　上場している営業投資有価証券の「取得原価と時価の差額」は、1,632百万円（前期末2,084百万円）であり、

時価が取得原価を超えるものが3,880百万円（前期末4,060百万円）、時価が取得原価を超えないものが2,248百

万円（前期末1,975百万円）であります。

　なお、時価が取得原価を超えないものの評価差額（評価差損）は、部分純資産直入法により評価損（△は戻入

益）として計上しております。当第２四半期連結会計期間の評価損計上額は、26百万円（前年同四半期連結会計

期間△828百万円）となりました。また、当第２四半期連結累計期間の評価損計上額は、273百万円（前年同四半

期連結累計期間△1,826百万円）となりました。

　以上のような投資・売却・時価変動等の結果、当第２四半期連結会計期間末の営業投資有価証券の投資残高

は、85,842百万円（前期末88,155百万円）となりました。

 

前第２四半期
連結会計期間末

（平成21年９月30日）

当第２四半期
連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

上場している営業投資有価証券の取得

原価と時価の差額
1,651 1,632 2,084

 
時価が取得原価を

超えるもの
4,002 3,880 4,060

 
時価が取得原価を

超えないもの
△2,350 △2,248 △1,975

　

 

前第２四半期
連結累計期間

(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
 至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

部分純資産直入法に基づく

営業投資有価証券評価損（△戻入益）
△1,826 273 △2,201

　

 営業投資有価証券残高

 

前第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

取得原価
（百万円）

四半期
連結貸借
対照表計上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

四半期
連結貸借
対照表計上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

連結貸借
対照表計上額
（百万円）

上場 8,384 10,035 7,134 8,766 7,375 9,460

未上場 76,323 73,22471,655 68,11871,528 69,442

小計 84,707 83,25978,790 76,88578,903 78,902

他社プライベートエクイティ
ファンド等への出資

10,591 10,262 9,278 8,957 9,460 9,253

         合計 95,298 93,52288,068 85,84288,364 88,155

（注）１. 「未上場」には、社債を含んでおります。

  ２. 「他社プライベートエクイティファンド等への出資」は、当社グループ以外の第三者の運営する未

上場株式等を対象とする投資ファンドへの出資であります。
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 （投資損失引当金の状況）

　営業投資有価証券の損失に備えるため、投資先会社の実情を勘案の上、その損失見積額を計上しております。個

別銘柄ごとには、原則として回収見込額が取得原価の70％未満になったものを引当し、個別引当対象にならな

かった未上場残高に対しても一定の一括引当を行うこととしております。

当第２四半期連結会計期間の個別引当による繰入は、480百万円（前年同四半期連結会計期間2,124百万円）、

一括引当による繰入（△は取崩）は7百万円（前年同四半期連結会計期間183百万円）で、合計487百万円（前年

同四半期連結会計期間2,307百万円）の繰入となりました。

一方、個別引当について、引当銘柄の売却や強制評価損等により1,307百万円（前年同四半期連結会計期間

1,111百万円）を取崩した結果、投資損失引当金繰入額（純額）は、△819百万円（前年同四半期連結会計期間

1,196百万円）となり、当第２四半期連結会計期間末の投資損失引当金残高は、31,391百万円（前期末32,858百

万円）、営業投資有価証券未上場残高に対する引当率は40.7％（前期末42.5％）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の個別引当による繰入は、1,145百万円（前年同四半期連結累計期間5,022百

万円）、一括引当による繰入（△は取崩）は107百万円（前年同四半期連結累計期間△22百万円）で、合計1,252

百万円（前年同四半期連結累計期間5,000百万円）の繰入となりました。また、個別引当について、引当銘柄の売

却や強制評価損等により3,261百万円（前年同四半期連結累計期間2,180百万円）を取崩した結果、投資損失引

当金繰入額（純額）は、△2,009百万円（前年同四半期連結累計期間2,819百万円）となりました。

 

前第２四半期
連結累計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
　至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

投資損失引当金繰入額（①）　 5,000 1,252 9,762

　 個別繰入額 5,022 1,145 10,301

　 一括繰入（△取崩）額 △22 107 △539

投資損失引当金取崩額（②） 2,180 3,261 6,357

投資損失引当金繰入額

（純額・△は戻入額）

（①－②）

2,819 △2,009 3,405

 

 

前第２四半期
連結会計期間末

（平成21年９月30日）

当第２四半期
連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

投資損失引当金残高 32,858 31,391 33,462

 個別引当残高 28,514 27,457 29,635

 一括引当残高 4,344 3,934 3,827

　営業投資有価証券未上場残高に対す

る引当率　
39.4％ 40.7％ 42.5％
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 （投資事業組合の管理運営業務）

当第２四半期連結会計期間の投資事業組合の管理運営業務による収入は、1,235百万円（前年同四半期連結会

計期間1,575百万円）であります。なお、当第２四半期連結累計期間のこの業務による収入は、2,500百万円（前年

同四半期連結累計期間3,162百万円）であり、その内訳は以下のとおりであります。

 

前第２四半期
連結累計期間

(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
 至　平成22年３月31日)

金 額（百万円） 金 額（百万円） 金 額（百万円）

　投資事業組合管理収入 3,162 2,500 6,331

 管理報酬 3,162 2,500 5,993

 成功報酬 － － 338

（注）管理報酬及び成功報酬は、当社グループの出資持分相当額相殺後の金額となっております。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

   当第２四半期連結会計期間の税金等調整前四半期純損失は70百万円となっておりますが、投資損失引当金の減

少額819百万円等の非資金項目が含まれているため、営業活動によるキャッシュ・フローは、359百万円のキャッ

シュアウトフロー（前年同四半期連結会計期間499百万円のキャッシュアウトフロー）となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は718百万円となっておりますが、投資損失引当金

の減少額2,009百万円等の非資金項目が含まれているため、営業活動によるキャッシュ・フローは、547百万円の

キャッシュアウトフロー（前年同四半期連結累計期間940百万円のキャッシュインフロー）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、28百万円のキャッシュインフロー（前年同

四半期連結会計期間16百万円のキャッシュアウトフロー）となりました。これは主に投資その他の資産の減少によ

るものであります。

　なお、当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、41百万円のキャッシュアウトフロー

（前年同四半期連結累計期間42百万円のキャッシュアウトフロー）となりました。これは主に固定資産及び投資有

価証券の取得によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、2,194百万円のキャッシュインフロー（前年

同四半期連結会計期間593百万円のキャッシュアウトフロー）となりました。これは主に社債の発行によるもので

あります。

　なお、当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、6,285百万円のキャッシュインフロー

（前年同四半期連結累計期間5,702百万円のキャッシュアウトフロー）となりました。これは主に社債の発行によ

るものであります。

 

　これらの結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は37,573百万円（前年同四半期連結会計

期間末31,012百万円）となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株） 
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,294,336 48,294,336
東京証券取引所

市 場 第 一 部
単元株式数100株

計 48,294,336 48,294,336 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

① 　平成16年６月24日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
 （平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 1,235

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　                                          －  

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 123,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 978,800（注）

新株予約権の行使期間
自　平成18年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 １株当たり9,788

資本組入額 １株当たり4,894

新株予約権の行使の条件

 １. 権利行使時においても、当社もしくは当社子会社の

取締役、監査役、従業員であるか、又は顧問、嘱託その

他これに準ずる地位にある者のうち取締役会が認め

る者であることを要する。

 ２. 新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整

により生じる１円未満の端数は切り上げる。

 調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の割合

　また、当社が時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分(新株予約権の行使による場合を除く。)を行う場

合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
 既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

 調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額  ×
新規発行前の株価

 既発行株式数＋新規発行株式数

　前記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除した数とし、

自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株価」を「処分

前の株価」にそれぞれ読み替えるものとする。
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②　平成17年６月22日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 1,615

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式 

単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 161,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 652,300（注）

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月１日

至　平成24年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 １株当たり6,523

資本組入額 １株当たり3,262

新株予約権の行使の条件

１. 権利行使時においても、当社もしくは当社子会社の

取締役、執行役員、監査役、従業員であるか、又は顧

問、嘱託その他これに準ずる地位にある者のうち取

締役会が認める者であることを要する。 

２. 新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項 当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整

により生じる１円未満の端数は切り上げる。 

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の割合

 　また、当社が時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分(新株予約権の行使による場合を除く。)を行う場

合、次の算式により１株当たり払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　前記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除した数とし、

自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株価」を「処分

前の株価」にそれぞれ読み替えるものとする。
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会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成18年６月22日取締役会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 260

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式 

単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 26,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 729,800（注）

新株予約権の行使期間
自　平成20年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 １株当たり9,488

資本組入額 １株当たり4,744

新株予約権の行使の条件

１. 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

ても、当社もしくは当社子会社の取締役、執行役員、

監査役、従業員であるか、又は顧問、嘱託その他これ

に準ずる地位にある者のうち取締役会が認める者で

あることを要する。

２．新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社の承

認を得るものとする。 

代用払込みに関する事項 　－  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる

１円未満の端数は切り上げる。 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の割合

 　また、当社が時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分(新株予約権の行使による場合を除く。)を行う場

合、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　前記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除した数とし、

自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株価」を「処分

前の株価」にそれぞれ読み替えるものとする。 

　上記の場合のほか、行使価額の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は必要と認める行使価額

の調整を行う。
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②　平成18年６月22日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 1,218

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式 

単元株式数　100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 121,800

新株予約権の行使時の払込金額（円） 729,800（注）

新株予約権の行使期間
自　平成20年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 １株当たり9,488

資本組入額 １株当たり4,744

新株予約権の行使の条件

１. 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

ても、当社もしくは当社子会社の取締役、執行役員、

監査役、従業員であるか、又は顧問、嘱託その他これ

に準ずる地位にある者のうち取締役会が認める者で

あることを要する。

２．新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社の承

認を得るものとする。 

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 

（注）新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる

１円未満の端数は切り上げる。 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の割合

 　また、当社が時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分(新株予約権の行使による場合を除く。)を行う場

合、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　前記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式数から当社が保有する自己株式数を控除した数とし、

自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新規発行前の株価」を「処分

前の株価」にそれぞれ読み替えるものとする。 

　上記の場合のほか、行使価額の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は必要と認める行使価額

の調整を行う。

 

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　  該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　  該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

－ 48,294,336 － 33,251 － 32,806

 

　

（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

野村ホールディングス株式会社 東京都中央区日本橋１－９－１ 8,384 17.36

株式会社野村総合研究所 東京都千代田区丸の内１－６－５ 4,948 10.25

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１－８－11 3,154 6.53

野村アセットマネジメント株式会社 東京都中央区日本橋１－12－１ 2,304 4.77

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 1,444 2.99

資産管理サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１－８－12 1,383 2.86

ジユニパー

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169

KINGDOM OF SAUDI ARABIA

（東京都千代田区丸の内２－７－１）

906 1.88

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 772 1.60

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ 

ロンドン エス エル オムニバス アカウント

（常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀

行決済営業部）

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET

LONDON EC2P 2HD, ENGLAND

（東京都中央区月島４－16－13）

767 1.59

クリアストリーム バンキング エス エー

（常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀

行決済営業部）

42, AVENUE JF KENNEDY, L-1855

LUXEMBOURG

（東京都中央区月島４－16－13）

750 1.55

計 － 24,815 51.38

　（注）１．当社は、平成22年９月30日現在、自己株式を3,925千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しておりま

す。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び資産管理サービス信託銀行株式会社の株式はすべて信託

業務に係るものであります。

３．株式会社野村総合研究所の所有株式数には、同社が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株式

750千株（所有株式比率1.55％）を含んでおります。（株主名簿上の名義は「日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（退職給付信託野村総合研究所口）」であります。） 

４．住友信託銀行株式会社及びその共同保有者である日興アセットマネジメント株式会社から、平成22年８月20

日付の大量保有報告書の提出があり、平成22年８月13日現在で以下のとおり株式を所有している旨報告され

ておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、

上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

住友信託銀行株式会社 大阪府大阪市中央区北浜４－５－33 426 0.88

日興アセットマネジメント株式会社 東京都港区赤坂９－７－１ 1,999 4.14

計 ― 2,426 5.02
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,925,000 － 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 44,346,100 443,461 同上

単元未満株式 普通株式 23,236 － －

発行済株式総数 48,294,336 － －

総株主の議決権 － 443,461 －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には証券保管振替機構名義の株式が、200株含まれております。また「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。

　 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ジャフコ
東京都千代田区丸の内

１－８－２
3,925,000 － 3,925,0008.13

計 － 3,925,000 － 3,925,0008.13

　

　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 2,974 2,957 2,444 2,328 2,134 2,181

最低（円） 2,363 2,272 1,938 1,948 1,829 1,854

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　　

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,505 19,541

営業投資有価証券 85,842 88,155

投資損失引当金 △31,391 △33,462

有価証券 24,067 13,030

繰延税金資産 6,220 5,630

その他 1,076 1,484

貸倒引当金 △182 △151

流動資産合計 99,139 94,229

固定資産

有形固定資産 ※1
 350

※1
 418

無形固定資産 144 143

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 33,911

※2
 42,866

出資金 26 30

長期貸付金 203 184

繰延税金資産 98 113

その他 873 933

投資その他の資産合計 35,112 44,129

固定資産合計 35,607 44,691

資産合計 134,747 138,920
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 1,000 4,000

1年内返済予定の長期借入金 16,137 18,008

コマーシャル・ペーパー 7,000 －

未払法人税等 90 144

賞与引当金 178 226

その他 1,807 2,122

流動負債合計 26,213 24,501

固定負債

社債 15,000 －

長期借入金 5,697 14,273

繰延税金負債 3,537 7,231

退職給付引当金 432 429

その他 56 80

固定負債合計 24,724 22,014

負債合計 50,937 46,516

純資産の部

株主資本

資本金 33,251 33,251

資本剰余金 32,806 32,806

利益剰余金 33,861 35,483

自己株式 △20,074 △20,074

株主資本合計 79,844 81,466

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,653 12,862

為替換算調整勘定 △2,994 △2,237

評価・換算差額等合計 3,659 10,625

新株予約権 253 253

少数株主持分 52 59

純資産合計 83,809 92,404

負債純資産合計 134,747 138,920
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高

営業投資有価証券売上高 3,913 3,896

投資事業組合管理収入 3,162 2,500

その他の売上高 87 72

売上高合計 7,163 6,469

売上原価

営業投資有価証券売上原価 5,071 5,066

その他の原価 93 80

売上原価合計 5,164 5,146

売上総利益 1,998 1,322

投資損失引当金繰入額（△戻入額） 2,819 △2,009

部分純資産直入法に基づく営業投資有価証券評価損
（△戻入益）

△1,826 273

差引売上総利益 1,005 3,058

販売費及び一般管理費 ※1
 2,794

※1
 2,439

営業利益又は営業損失（△） △1,788 618

営業外収益

受取利息 17 25

受取配当金 540 562

雑収入 116 112

営業外収益合計 674 700

営業外費用

支払利息 301 278

投資有価証券評価損 － 191

社債発行費 － 53

為替差損 239 77

雑損失 6 14

営業外費用合計 548 615

経常利益又は経常損失（△） △1,662 703

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 6 23

償却債権取立益 － 5

特別利益合計 6 28

特別損失

固定資産除却損 0 12

固定資産売却損 0 －

投資有価証券評価損 35 1

特別損失合計 36 13

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,692 718

法人税、住民税及び事業税 347 93

法人税等調整額 △1,213 27

法人税等合計 △865 121

少数株主損益調整前四半期純利益 － 597

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △820 596

EDINET提出書類

株式会社ジャフコ(E04806)

四半期報告書

25/41



【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高

営業投資有価証券売上高 2,003 1,757

投資事業組合管理収入 1,575 1,235

その他の売上高 46 34

売上高合計 3,626 3,027

売上原価

営業投資有価証券売上原価 2,844 2,341

その他の原価 45 41

売上原価合計 2,890 2,382

売上総利益 736 644

投資損失引当金繰入額（△戻入額） 1,196 △819

部分純資産直入法に基づく営業投資有価証券評価損
（△戻入益）

△828 26

差引売上総利益 368 1,437

販売費及び一般管理費 ※1
 1,436

※1
 1,200

営業利益又は営業損失（△） △1,068 237

営業外収益

受取利息 6 14

為替差益 － 25

雑収入 112 39

営業外収益合計 119 79

営業外費用

支払利息 148 143

投資有価証券評価損 － 172

社債発行費 － 53

為替差損 193 －

雑損失 2 10

営業外費用合計 344 380

経常損失（△） △1,294 △63

特別利益

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除却損 0 6

固定資産売却損 0 －

投資有価証券評価損 33 －

特別損失合計 34 6

税金等調整前四半期純損失（△） △1,328 △70

法人税、住民税及び事業税 △9 51

法人税等調整額 △568 △114

法人税等合計 △578 △63

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △7

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 2

四半期純損失（△） △747 △9
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,692 718

減価償却費 83 107

投資損失引当金の増減額（△は減少） 2,819 △2,009

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 31

賞与引当金の増減額（△は減少） △78 △48

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20 3

部分純資産直入法に基づく営業投資有価証券評
価損（△は戻入益）

△1,826 273

投資有価証券評価損（△は戻入益） △1 191

投資有価証券評価損（特別損失） 35 1

固定資産売却損益（△は益） 0 －

固定資産除却損 0 12

受取利息及び受取配当金 △557 △587

支払利息 301 278

為替差損益（△は益） 439 162

投資有価証券売却損益（△は益） △6 △23

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 194 79

未収消費税等の増減額（△は増加） － 41

未払消費税等の増減額（△は減少） △188 6

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,333 335

その他の流動負債の増減額（△は減少） 172 △300

その他 △180 △11

小計 870 △736

利息及び配当金の受取額 557 583

利息の支払額 △307 △256

法人税等の支払額 △180 △137

営業活動によるキャッシュ・フロー 940 △547

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付金の回収による収入 12 －

有形固定資産の取得による支出 △13 △22

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △23 △33

投資有価証券の取得による支出 － △30

投資有価証券の売却による収入 7 24

長期貸付けによる支出 △16 △34

長期貸付金の回収による収入 6 12

投資その他の資産の増加に伴う支出 △30 △39

投資その他の資産の減少に伴う収入 27 81

その他の固定負債の減少に伴う支出 △12 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △42 △41
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △3,000

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） － 7,000

長期借入れによる収入 7,000 －

長期借入金の返済による支出 △10,491 △10,446

社債の発行による収入 － 14,946

配当金の支払額 △2,208 △2,214

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の売却による収入 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,702 6,285

現金及び現金同等物に係る換算差額 △796 △694

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,601 5,001

現金及び現金同等物の期首残高 36,613 32,571

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1、※2
 31,012

※1、※2
 37,573
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

これによる損益への影響はありません。

 

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の算定に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい

変化がなく、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境

等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認めら

れた場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法に

よっております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,519百万円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,555百万円で

あります。

※２．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

※２．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

投資有価証券（株式） 99百万円 同左

３．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行６行及び生命保険会社１社と特定融資枠契約を締

結しております。この契約に基づく当第２四半期連

結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであり

ます。

３．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行６行及び生命保険会社１社と特定融資枠契約を締

結しております。この契約に基づく当連結会計年度

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

特定融資枠の総額 8,500百万円

借入実行残高 －百万円

差引額 8,500百万円

同左

 

　

（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち、主な費目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

役員報酬 207

従業員給料 1,037

従業員賞与 176

退職給付費用 66

※１．販売費及び一般管理費のうち、主な費目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

役員報酬 159

従業員給料 858

従業員賞与 162

退職給付費用 78

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち、主な費目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

役員報酬 96

従業員給料 515

従業員賞与 127

退職給付費用 33

※１．販売費及び一般管理費のうち、主な費目及び金額は

次のとおりであります。

 （百万円）

役員報酬 76

従業員給料 412

従業員賞与 84

退職給付費用 22
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

 (百万円)

現金及び預金勘定 18,947

有価証券勘定 12,065

現金及び現金同等物 31,012

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

 (百万円)

現金及び預金勘定 13,505

有価証券勘定 24,067

現金及び現金同等物 37,573

※２．現金及び現金同等物のうち投資事業組合持分の内訳

(平成21年９月30日現在)

 (百万円)

現金及び預金勘定 4,775

有価証券勘定 10,473

現金及び現金同等物 15,248

※２．現金及び現金同等物のうち投資事業組合持分の内訳

(平成22年９月30日現在)

 (百万円)

現金及び預金勘定 4,834

有価証券勘定 19,294

現金及び現金同等物 24,128

 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 48,294千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 3,925千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　　ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 親会社　253百万円

 

４．配当に関する事項

 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月７日

取締役会
普通株式 2,218 50 平成22年３月31日 平成22年５月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　当企業集団は、投資・組合運営事業の１セグメントであるため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当企業集団は、投資・組合運営事業の１セグメントであるため、該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
米国

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高       

(1) 外部顧客に対する

売上高
3,313 128 184 3,626 － 3,626

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
6 125 122 254 (△254) －

 計 3,319 253 307 3,881 (△254) 3,626

 
営業利益

又は営業損失（△）
△1,186 27 90 △1,067 (△0) △1,068

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．「アジア」の区分に属する国又は地域の内訳は、シンガポール、中国（香港）、韓国であります。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
米国

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

 売上高       

(1) 外部顧客に対する

売上高
6,544 250 368 7,163 － 7,163

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
12 256 251 520 (△520) －

 計 6,557 507 620 7,684 (△520) 7,163

 
営業利益

又は営業損失（△）
△1,946 △22 180 △1,787 (△1) △1,788

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．「アジア」の区分に属する国又は地域の内訳は、シンガポール、中国（香港）、韓国であります。

  ３．会計処理の方法の変更

　   （在外連結子会社等の収益及び費用の換算方法の変更）

　第１四半期連結会計期間より「在外連結子会社等の収益及び費用の換算方法」を変更しております。こ

の変更が損益に与える影響は軽微であります。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

  米　 国 ア ジ ア そ の 他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 679 535 5 1,220

Ⅱ．連結売上高（百万円） 　 　 　 3,626

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 18.7 14.8 0.2 33.7

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．「その他」の区分に属する地域は、ヨーロッパ・オセアニアであります。 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

  米　 国 ア ジ ア そ の 他 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 1,518 1,098 5 2,622

Ⅱ．連結売上高（百万円） 　 　 　 7,163

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 21.2 15.3 0.1 36.6

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．「その他」の区分に属する地域は、ヨーロッパ・オセアニアであります。 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４．会計処理の方法の変更

　　（在外連結子会社等の収益及び費用の換算方法の変更）

　第１四半期連結会計期間より「在外連結子会社等の収益及び費用の換算方法」を変更しております。この

変更が海外売上高に与える影響は軽微であります。 

　

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　当社グループは、投資及び投資事業組合管理運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　当社グループは、投資及び投資事業組合管理運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　事業の運営において重要なものであるため記載しております。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる

ものは含まれておりません（（注2）参照）。

科目

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

四半期連結
貸借対照表
計上額
（百万円）

時　価

（百万円）

差　額

（百万円）

　

連結
貸借対照表
計上額
（百万円）

時　価

（百万円）

　

差　額

（百万円）

　

(1) 現金及び預金 13,505　 13,505　 －　 19,541 19,541 －

(2) 営業投資有価証券 8,766　 8,766　 －　 9,460 9,460 －

(3) 有価証券 24,067　 24,067　 － 13,030 13,030 －

(4) 投資有価証券 24,446　 24,446　 －　 33,413 33,413 －

資産計 70,786　 70,786　 － 75,445 75,445 －

(1) 短期借入金 1,000　 1,000　 － 4,000 4,000 －

(2) コマーシャル・ペーパー 7,000　 7,000　 － － － －

(3) 社債 15,000　 15,033　 33 － － －

(4) 長期借入金 21,834　 21,882　 47 32,281 32,354 73

負債計 44,834　 44,915　 80 36,281 36,354 73

（注1）金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金

短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2) 営業投資有価証券

営業投資有価証券のうち、株式の時価は取引所の価格によっております。また、営業投資有価証券のうち、投資

事業組合もしくはリミテッドパートナーシップへの出資については、組合財産を時価評価できるものは時価評

価を行った上、当該時価に対する持分相当額を計上しております。

(3) 有価証券

有価証券の時価は取引金融機関等から提示された価格によっております。

(4) 投資有価証券

株式の時価は取引所の価格によっております。

また、保有目的ごとの(2)営業投資有価証券、(3)有価証券、(4)投資有価証券に関する注記事項については、（有価

証券関係）注記をご参照ください。
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負債　

(1) 短期借入金、(2) コマーシャル・ペーパー

短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(3) 社債

社債の時価は市場価格によっております。

(4) 長期借入金

長期借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実行後大きく

異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。

固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金の合計額を同様の借入において想

定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

四半期連結貸借対照表計上額
（百万円）　

連結貸借対照表計上額
（百万円）　

営業投資有価証券に属するもの 　 　
非上場株式(*1) 64,294 65,624
非上場内国・外国債券(*2) 461 701
その他(*3) 12,319 12,368
投資有価証券に属するもの 　 　
非上場株式(*1) 9,464 9,453

(*1)非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから「(2)営

業投資有価証券」及び「(4)投資有価証券」には含まれておりません。

(*2)非上場内国・外国債券については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることなどが

できず、時価を把握することが極めて困難と認められることから「(2)営業投資有価証券」には含まれており

ません。

(*3)営業投資有価証券に属するもののうち、「その他」は、投資事業組合もしくはリミテッドパートナーシップ

への出資のうち、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認められるもので構成され

ているものであるため、「(2)営業投資有価証券」には含まれておりません。　
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（有価証券関係）

その他有価証券で時価のあるもの

　その他有価証券で時価のあるものは、事業の運営において重要なものであるため記載しております。

区　分
　

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

取得原価
（百万円）

四半期連結
貸借対照表
計上額
（百万円）

差　額
（百万円）

取得原価
（百万円）

連結
貸借対照表
計上額
（百万円）

差　額
（百万円）

営業投資有価証券に

属するもの
      

(1) 株　式 7,134 8,766 1,632 7,375 9,460 2,084

(2) 債　券 － － － － － －

(3) その他 － － － － － －

小　　計 7,134 8,766 1,632 7,375 9,460 2,084

投資有価証券に属す

るもの
      

(1) 株　式 13,309 24,446 11,137 13,309 33,413 20,103

(2) 債　券 － － － － － －

(3) その他 － － － － － －

小　　計 13,309 24,446 11,137 13,309 33,413 20,103

有価証券に属するも

の
      

(1) 株　式 － － － － － －

(2) 債　券 － － － － － －

(3) その他 24,067 24,067 － 13,030 13,030 －

小　　計 24,067 24,067 － 13,030 13,030 －

合　　計 44,511 57,280 12,769 33,715 55,904 22,188

　

（注）１．以下については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表には含めて

おりません。

区分

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

四半期連結貸借対照表計上額
（百万円）　

連結貸借対照表計上額
（百万円）　

その他有価証券 　 　
営業投資有価証券に属するもの 　 　
非上場株式 64,294 65,624
非上場内国・外国債券 461 701
その他 12,319 12,368
投資有価証券に属するもの 　 　
非上場株式 9,464 9,453

　　

（注）２．当第２四半期連結累計期間において、その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と認められるもの

を含む。）について291百万円（営業投資有価証券に属するもの290百万円、投資有価証券に属するもの1百万

円）（前年通期1,220百万円（営業投資有価証券に属するもの1,128百万円、投資有価証券に属するもの91百

万円））の減損処理を行っております。
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

　

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

該当事項はありません。　

 

２．当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。

　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,882.02円 １株当たり純資産額 2,075.56円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

第２四半期連結累計期間　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 18.49円 １株当たり四半期純利益金額 13.45円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であるため記載してお

りません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △820 596

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（百万円）
△820 596

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,370 44,369

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 16.85円 １株当たり四半期純損失金額 0.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であるため記載してお

りません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であるため記載してお

りません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（△）（百万円） △747 △9

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △747 △9

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,370 44,369

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

　

　

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月６日

株式会社ジャフコ

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 英　　公一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森重　俊寛　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャフコの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャフコ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月９日

株式会社ジャフコ

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 英　　公一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森重　俊寛　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャフコの

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャフコ及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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